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【質問１回目】 

○原田平議員 安威川以南の雨水対策につい

て、お尋ねをいたします。 

 摂津市の、安威川以南の雨水整備の状況は、

安威川以北に比べて整備がおくれている状況

であります。 

 今年度より、東別府や鳥飼八町地区の雨水

幹線の工事着手に向けた準備を進めていると

聞いております。 

 今後、安威川以南の雨水整備についてはど

のように考えているのか、お尋ねをいたした

いと思います。 

【質問１回目への答弁】 

○藤井土木下水道部長 安威川以南の雨水対

策についてのご質問にお答えいたします。 

 本市全域におけます雨水整備面積普及率は、

平成２４年度末時点で５４．６％でございま

す。 

 地域別では、安威川以北の合流区域では９

４．３％、以南の分流区域では３３．８％と

なっております。 

 安威川以南の一部地域につきましては、汚

水整備を先行させていただき、既存の水路及

び排水管を活用することによりまして暫定的

に雨水排除を行っております。したがいまし

て、雨水整備率が低いものでございます。 

 今後におきましては、主要な雨水幹線の整

備に着手し、既存水路や既存排水管をうまく

活用しながら、順次、雨水整備を１０年に１

回降る大雨に対応する公共下水道整備を実施

してまいります。 

 また、平成２５年度におきましては、東別

府雨水幹線及び鳥飼八町地区の雨水幹線の実

施設計を進めてまいります。 

【質問２回目】 

○原田平議員 安威川以南の雨水対策であり

ますが、ご承知のとおり、昨年８月１４日に

記録的な短時間における集中豪雨が降ったわ

けであります。そういう意味でやはりどの地

域においても、この雨水対策は必要であろう

かと思っております。 

 特に、鳥飼地域については、既存の水路を

活用してその雨水対策を行っておるところで

ございますけれども、あのようないっときに

大雨が降るということについて、その水路は

許容できない、処理をすることができないと

いう状況にあるように聞いております。現実

にそのことを見ているわけでありますけれど

も。 

 とりわけ、鳥飼上１丁目２２番、２４番、

２５番付近に既存の水路がありますが、非常

に幅は狭い、そして深さも低いということで、

前回は浸水には至りませんでしたけれども、

もう少しの段階で地域の周辺に床下浸水が入

るというような状況があったようでございま

す。そういう意味で、地元の方々も大変心配

されておられます。既存の施設を効果的に使

うためにも、やはりそういったところについ

ては改修をしていかなければならないという

ふうに考えるんですが、市のお考えをお聞き

いたしたいと思います。 

【質問２回目への答弁】 

○藤井土木下水道部長 それでは、安威川以

南の雨水対策につきましての、鳥飼上１丁目

の既存水路の改修についてのご質問にお答え

いたします。 

 ご指摘の水路は、鳥飼中裏井路という水路

でございます。 

 この水路につきましては、２名の所有者が

おられる私有地でありますが、水路構造物に

つきましては、昭和６２年度に改修工事を本

市の施工で行っております。 

 この地区は既存水路が多く存在しておるこ

とから、雨水排除につきましては水路を整備
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することによりまして公共下水道での位置づ

けが可能かどうかなどを考え、当該地区の雨

水整備を計画してまいります。 

 現状では、鳥飼中裏井路につきましても、

集水する面積が大きいことから、多量の雨が

集まってきております。 

 今後の計画としましては、鳥飼中裏井路の

構造の拡大を含めました排水能力拡充に向け

た検討作業を来年度以降に進めてまいりたい

と考えております。 

【質問３回目】 

○原田平議員 それから、鳥飼上の鳥飼中裏

井路水路ですか、これについて検討をしてい

きたいということでありますけれども、もう

既に昨年の状況では危険な状況になっておる

ので、一刻も早く事業着手できるように、や

はり予算計上をしながら設計をして工事着手

できるように、地元の地主さん等についても

ご理解をいただけると思いますので、そのこ

とを踏まえて、２５年度あるいは２６年度の

事業ができるように、積極的に取り組みをし

ていただきたいということを要望しておきた

いと思います。 

 


